Surface Microtopographic Study of Pyrite Crystals (黄鉄鉱の表面マイクロトポグラフ) by 遠藤 祐二
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 第4図(111)(a)と(210)(bおよび。)面上にみられる自由な成長層の形態
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 第5図(2ユ0)面上の正の条線(a)と負の条線
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 論文審査の結果の要旨
 結晶の晶相変化の原因,機構に関する研究は,理論面,実験面の両方にわたって古くから数多く
 あるが,まだ統一的な結論はえられていない。結晶の外形は,結晶成長の直接的な結果であるから,
 晶相変化の問題を考えるにあたっても,結晶成長機構に関する知識をもとになされることが望まし
 い。結晶面の表面マイク・トポグラフは,結晶成長に関する分子レベルの情報を提供してくれる。
 遠藤は上記の観点から,晶相変化のいちじるしい代表的な鉱物であり,かつ,広範な生成条件下
 で形成される黄鉄鉱の結晶の表面マイク・トポグラフを,位相差顕微鏡,多重光束干渉法などの高
 感度の光学顕微鏡を用いてしらべ,その結果をもとに,天然における黄鉄鉱の結晶成長の特徴およ
 び晶相変化の原因機構を考察した。
 黄鉄鉱の晶相は千差万別であるが,その変化は,3主要面{100},12101,{111}の組み合
 わせの変化に由来する。これらの結晶面の表面マイクロトポグラフをしらべた結果,それぞれ次の
 ような特徴をもっていることがわかった0
 1){100}面には,常に自由な成長層のひろがひが認められ,成長層の形態と晶相との間には
 密接な関係がある。
 2)12『10}面には正の条線と負の条線が存在し,前者は,{100}上の成長層の稜の積み重な
 りでっくられ,その上には独自の成長層が発達しえない。一方負の条線は,{210}面上の独
 自の成長層の発達に由来する。両者には,成長条件の明白な差が存在する。
 3){Ull面の表面マイク・トポグラフも{100}に強く規制された特徴をもつのが一般的で,
 独自の成長層の発達は例外的にしかみられず,かつ単純な八面体晶相に限定される。
 4)渦巻成長模様は,3面とも例外的にしかみいだされず,一般的にみとめられるのは,二次元
 核に由来する成長層である。
 5)11111が最も溶解をうけやすい面である。
 これらの観察結果から,
 1)llOOlが最も重要な結晶面で,1210}がこれにつぎ,{lU}は3主要面中優位度の最
 も低い面であり、2)黄鉄鉱の晶相は,主として{100}面上の成長層の形態,そのひろが
 り速度と積み重なり速度の比に応じて変化し,3)特殊な条件下σ)みで{210}および{111}
 一ヒに独自な成長層が発達することができ,その場合には単独な五角十二面体ないし八面体晶相
 がえられ,4)天然の条件下での黄鉄鉱の成長では,二次元核形成が支配杓で,渦巻成長は
 限られた条件一ドのみで起り,これは水溶液系での相対的に低温条件下の成長を反映している
 などが明らかになった。観察された晶相および表面マイク・トポグラフの特徴は,Bravals-
 Friede1則,Donn観y-Harker則,垂ねrtman-PerdokのPBC解析,WoIf{一Broder
 式解析でえられる平衡形のいずれとも一致しない,平衡形と成長形のこの差は11〔)Olが
 他の2面に比して,結晶成長で圧倒的に重要な役割を果している事実に原因する。この立場から,黄
 鉄鉱の晶相変化の機構を考えると,黄鉄鉱がその成長に好適な条件,たとえば高いS2フユガシティや
 適切な過飽和条件下で成長すれば,晶相は八面体や五角十二面体になる傾向をもち,・一方,成長に不
 都合な条件下,たとえば低S2フユガシティ,低過飽和度,いちじるしい低温あるいは高温条件下で
 成長すれば単一一の六面体晶相として残ると結論される。黄鉄鉱の晶相,{100}面上の表面マイク・ト
 ボグラフの特徴(面の平坦さ,成長層のステソプの高さ,成長中心の密度など)を,生成環境と対応させ
 て検討してみると,上記の結論をほぼ支持する関係がみいだせる。
 遠藤のえた上述の結果は,黄鉄鉱の晶相変化の原因,機構を,結晶面の表面マイク・トポグラフの
 観察を通してえられた結晶成長機構に関する知識をもとにして解析したもので,従来試みられなかっ
 た新しいアブ・一チにより,古くからの問題である結晶のモルフオ・ジーに新知見を加えたものと判
 断される。よって,審査員一同は,遠藤祐二が独立して研究を行なうに十分な学力と能力をもつもの
 と認め,遠藤祐二提出の論文を合格と判定した。
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